
（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

自主防犯活動団体相互及び警察等関係機関の連携強化を目的とした会議の回数（本会議、担当者会議）

自主防犯活動団体の活動等の情報共有を目的に発行する広報紙の発行回数

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 025700 重点施策 該当なし

事務事業名 安全安心まちづくり推進事業 所属名 総務部防災調整監　危機管理課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 安全・安心なまち 事業期間 平成18年度　～　全期

政策 01 暮らしの安全を守るまちづくり 鳥取市安全で安心なまちづくり
基本計画・実施計画

施策 4102 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 ソフト(任意)

　 0 0 運営方法 補助金交付

対象
（何を、誰を）

鳥取市の安全で安心なまちづくり（防犯）

意図
（どのような状態
にするために）

市民との協働により、市民が安全で安心して暮らせる犯罪のないまちとすることを目的とする。

手段
（どうするのか）

防犯担当職員を配置し、各地区防犯協議会との連絡調整や支援、自主防犯活動団体の活動支援、防犯講座の開催 
、自主防犯活動団体ネットワーク会議の開催等を行い、市民自らが行う防犯活動の支援や防犯意識の啓発を図る 
。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 安全安心まちづくり推進事業費 予算事業コード 01-02-01-11-23-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

交通事故発生件数 341件 304件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①啓発活動（広報紙の 
発行、防犯ビデオの貸 
出）の実施、自主防犯 
活動団体等のリーダー 
の養成・指導 
②自主防犯活動ネット 
ワーク会議の開催

①啓発活動（広報紙の 
発行、防犯ビデオの貸 
出）の実施、自主防犯 
活動団体等のリーダー 
の養成・指導 
②自主防犯活動ネット 
ワーク会議の開催 
③防犯活動功労者への 
表彰

①啓発活動（広報紙の 
発行、防犯ビデオの貸 
出）の実施、自主防犯 
活動団体等のリーダー 
の養成・指導 
②自主防犯活動ネット 
ワーク会議の開催 
③防犯活動功労者への 
表彰

①啓発活動（広報紙の 
発行、防犯ビデオの貸 
出）の実施、自主防犯 
活動団体等のリーダー 
の養成・指導 
②自主防犯活動ネット 
ワーク会議の開催 
③防犯活動功労者への 
表彰

①啓発活動（広報紙の 
発行、防犯ビデオの貸 
出）の実施、自主防犯 
活動団体等のリーダー 
の養成・指導 
②自主防犯活動ネット 
ワーク会議の開催 
③防犯活動功労者への 
表彰

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①広報紙発行６回 
②自主防犯活動団体ネ 
ットワーク会議の開催 
（鳥取・智頭・浜村警 
察署管内）

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 1,959 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 1,959 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

一般財源 1,959 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

自主防犯活動団体ネットワーク会議

回
目標 6 6 6

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

6 6

実績 6 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

6 6

実績 6 0 0 0 0

（指標の説明）
安全安心だよりの発行

回
目標 6 6 6

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】危機対策係（0857-20-3127） 
 
【１０次総の施策体系】4102 
 
【予算計上の経過】当初予算（事業別概要なし） 
  
【事業の概要】  
　近年の少子高齢化、都市化の進展等の社会環境の変化が犯罪に対する防止機能を低下さ 
せることから、本市では、平成１８年に市並びに市民等が果たすべき犯罪防止に関する責 
務等を定めた「鳥取市安全で安心なまちづくり推進条例」を制定した。関係機関との連携 
を強化し、市民との協働による安全で安心なまちづくりを推進する。 
　 
【事業の成果】  
▼自主防犯活動団体や警察との情報交換・共有、該当啓発や防犯フォーラムへの協力等を 
通じて、関係団体相互の連携を深め、地域の実情に応じた安全で安心なまちづくりを推進 
する。 
▼危機管理課に防犯担当者を配置し、各地区防犯協議会の連絡調整及び支援を実施。 
　・広報紙の発行（６回）、防犯ビデオの貸出等の各種啓発活動の実施 
　・安全で安心なまちづくりネットワーク会議の開催（情報交換及び共有） 
 
【今後の課題・方向性】 
　本市における犯罪の発生件数は概ね減少の傾向にあるが、この傾向を維持するため、防 
犯に関する取り組みを継続する。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
自主防犯活動団体ネットワーク会議

100%

2
安全安心だよりの発行

100% 100%

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
各地域における安全で安心なまちづくりネットワークは順調に広がっており、
現在の活動等を継続することで、防犯意識の高揚を図るとともに犯罪防止
に取り組む。[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業

計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
ネットワーク会議の開催及び広報紙の定期的な発行等により、防犯に関す
る最新情報を共有し、各種団体との連携強化に繋げた。

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

本市における犯罪の発生件数は概ね減少の傾向にあり、この傾向を維持するため、防犯に関する取り組みを継続する。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

１年間に市内で発生した交通事故減少件数（３２年度までに３０４件以下とする）

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 025801 重点施策 該当なし

事務事業名 交通安全活動促進事業（交通安全対策） 所属名 企画推進部地域振興局　協働推進課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 安全・安心なまち 事業期間 全期

政策 01 暮らしの安全を守るまちづくり 鳥取市交通安全計画、鳥取市
交通安全指導員設置規則

施策 4102 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 ソフト(任意)

　 0 0 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

交通安全対策の向上と市民の交通安全思想の高揚を図り、市内で発生する交通事故の件数を減らし、誰もが安心 
して暮らせるまちづくりを推進する。

手段
（どうするのか）

自動車や自転車の利用者、歩行者など、それぞれの立場に立った交通安全に関する啓発活動を関係機関と連携し 
実施する。 
特に、高齢者が当事者となる交通事故が増加していることから、高齢者宅訪問や高齢者を対象とした交通安全教 
室で、交通安全の声かけや反射材の着用を呼び掛ける。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 交通安全対策費（協働推進） 予算事業コード 01-02-01-09-02-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

交通事故発生件数 341件 304件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①各種交通安全関連機 
関、団体との連絡調整 
②交通安全指導員の任 
命 
③高齢者交通安全対策 
事業

①各種交通安全関連機 
関、団体との連絡調整 
②交通安全指導員の任 
命 
③高齢者交通安全対策 
事業

①各種交通安全関連機 
関、団体との連絡調整 
②交通安全指導員の任 
命 
③高齢者交通安全対策 
事業

①各種交通安全関連機 
関、団体との連絡調整 
②交通安全指導員の任 
命 
③高齢者交通安全対策 
事業

①各種交通安全関連機 
関、団体との連絡調整 
②交通安全指導員の任 
命 
③高齢者交通安全対策 
事業

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①交通安全運動の実施 
（4期） 
②交通安全指導員の任 
命（新規3人） 
③高齢者対象地域交通 
安全活動の実施（交通 
安全教室39件、高齢者 
宅訪問1,083人） 
 
※事故発生件数 341件

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 9,604 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 9,604 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

一般財源 9,604 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

交通事故減少件数

件
目標 12 12 12

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

12 12

実績 21 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

■ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】市民活動係 0857-20-3182 
 
【１０次総の施策体系】4102 
 
【予算計上の経過】 当初（予算事業別概要なし） 
 
【事業の概要】  
　交通安全基本法に規定される自治体の責務として策定された交通安全５ヵ年計画を実施 
することにより、市民生活における交通面での安全を図る。 
 
【事業の成果】  
　１．各種交通安全関連機関、団体との連絡調整 
　２．交通安全指導員の任命　定員：１３０名（実数１２２名） 
　　　　　　　　　　　　　　任期：平成２７年４月～平成２９年３月（２年間） 
　３．交通安全運動の実施（年４回） 
　４．交通安全大会の実施（年１回） 
　５．啓発、研修、講演会等の実施 
　６．高齢者対象交通安全教室の実施 
　７．高齢者交通安全教育訪問事業の実施 
 
【今後の課題・方向性】 
　２０１６年の全国的な交通事故死者数は、６５歳以上の高齢者が半数以上を占めている 
。高齢者による事故を減らすためにも、高齢者交通安全対策の取り組みを推進する。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
交通事故減少件数

175%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

２０１６年の全国的な交通事故死者数は、６５歳以上の高齢者が半数以上を占めている。高齢者による事故を減らすためにも、高齢者交通
安全対策の取り組みを推進する。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

交通安全に関する広報、交通安全教室等の実施回数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 025802 重点施策 該当なし

事務事業名 交通安全活動促進事業（交通安全対策協議会） 所属名 企画推進部地域振興局　協働推進課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 安全・安心なまち 事業期間 全期

政策 01 暮らしの安全を守るまちづくり 鳥取市交通安全計画

施策 4102 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 ソフト(任意)

　 0 0 運営方法 補助金交付

対象
（何を、誰を）

鳥取市交通安全対策協議会

意図
（どのような状態
にするために）

交通安全対策の向上と市民の交通安全思想の高揚を図り、市内で発生する交通事故の件数を減らす。

手段
（どうするのか）

交通安全対策協議会及び交通安全保護者の会が実施する事業に対し補助金を交付する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 鳥取市交通安全対策協議会補助金 予算事業コード 01-02-01-09-05-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

交通事故発生件数 341件 304件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①交通安全運動の実施 
②交通安全大会の実施 
（交通安全功労者等の 
表彰）

①交通安全運動の実施 
②交通安全大会の実施 
（交通安全功労者等の 
表彰）

①交通安全運動の実施 
②交通安全大会の実施 
（交通安全功労者等の 
表彰）

①交通安全運動の実施 
②交通安全大会の実施 
（交通安全功労者等の 
表彰）

①交通安全運動の実施 
②交通安全大会の実施 
（交通安全功労者等の 
表彰）

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①交通安全運動の実施 
（４期） 
②交通安全功労者等の 
表彰（個人３人、団体 
２団体） 

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 4,239 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 4,239 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

一般財源 4,239 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

広報活動等の実施回数

回
目標 300 300 300

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

300 300

実績 304 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

■ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】市民活動係 0857-20-3182 
 
【１０次総の施策体系】4102 
 
【予算計上の経過】 当初（予算事業別概要なし） 
  
【事業の概要】  
　交通事故の減少、意識の高揚には、地域や関連団体の協力が不可欠であり、それらによ 
り組織される団体を支援するもの。 
　 
【事業の成果】  
　市内における交通の円滑化と安全に関する諸問題について協議し、対策を推進すること 
により、交通事故の減少を図るとともに、交通安全思想の高揚に効果をあげている。 
（１）鳥取市交通安全対策協議会（合併前の市町村単位で９地区会を組織）  
　（事業の内容） 
　　１．交通安全運動の実施（年４回） 
　　２．多発警報発令時などの各種啓発活動の実施 
　　３．交通安全大会の開催（年１回） 
　　４．交通安全功労者・団体表彰　　など 
（２）鳥取市交通安全保護者の会連合協議会（合併前の市町村単位で７地区会を組織） 
　（事業の内容） 
　　１．各地域での交通安全啓発活動 
　　２．交通安全研修会の実施 
　　３．交通安全に係る施設点検 
 
【今後の課題・方向性】 
　交通事故の傾向、状況を適宜見定め、より効率的かつ効果的な会の運営、事業計画を行 
っていく。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
広報活動等の実施回数

101%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

交通事故の傾向、状況を適宜見定め、事業を行っていく。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

交通安全運動時等の広報活動や市主催イベント等への協力件数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 025803 重点施策 該当なし

事務事業名 交通安全活動促進事業（交通安全指導員会） 所属名 企画推進部地域振興局　協働推進課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 安全・安心なまち 事業期間 全期

政策 01 暮らしの安全を守るまちづくり 鳥取市交通安全指導員設置規
則

施策 4102 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 ソフト(任意)

　 0 0 運営方法 補助金交付

対象
（何を、誰を）

交通安全指導員

意図
（どのような状態
にするために）

道路交通の安全保持及び安全運動の推進を目的に設置されている鳥取市交通安全指導員の資質向上を図り、交通 
安全の推進のための一助とする。

手段
（どうするのか）

交通安全指導員が一体となって活動している鳥取市交通安全指導員会を支援する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 鳥取市交通安全指導員会補助金 予算事業コード 01-02-01-09-05-03

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

交通事故発生件数 341件 304件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①交通安全指導、広報 
活動 
②通行の保護、誘導

①交通安全指導、広報 
活動 
②通行の保護、誘導

①交通安全指導、広報 
活動 
②通行の保護、誘導

①交通安全指導、広報 
活動 
②通行の保護、誘導

①交通安全指導、広報 
活動 
②通行の保護、誘導

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①交通安全運動時の交 
通安全指導、広報活動 
（４期） 
②市主催イベント時の 
歩行者等の誘導等

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 1,830 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 1,830 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

一般財源 1,830 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

広報活動、イベント協力件数

回
目標 200 200 200

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

200 200

実績 213 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

■ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】市民活動係 0857-20-3182 
 
【１０次総の施策体系】4102 
 
【予算計上の経過】 当初（予算事業別概要なし） 
  
【事業の概要】  
　交通安全指導員は、道路交通の安全保持及び交通安全運動の推進を図るため、昭和４３ 
年設置。地域において、毎日交通安全指導・啓発を実践し、交通安全思想の普及と交通道 
徳の高揚に努めている。本会は、指導員により結成されたもの。 
　平成２２年度より、各地区会へ交付する補助金の算定基準を（基本（１００，０００円 
）＋会員数（定数）割）とした。 
 
【事業の成果】  
　交通安全指導員が一体となって活動している鳥取市交通安全指導員会を支援することに 
より、一層の交通安全に寄与している。 
　１．交通安全運動時、交通事故多発警報発令時などの街頭広報強化 
　２．市主催行事等における交通安全指導協力 
　３．視察研修の実施 
　（事業の実績） 
　　・交通安全運動時の交通安全指導、広報 
　　・花火大会、マラソン等のイベントへの協力 
　　・交通安全研修施設での研修 
 
【今後の課題・方向性】 
　交通安全指導員が高齢化するとともに担い手が不足しており会員数が減少している。交 
通安全指導員の活動を広報するなどして、交通安全指導員が地域の交通安全活動の中心と 
して今後も活躍できるように推進する必要がある。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
広報活動、イベント協力件数

107%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

交通安全指導員が高齢化するとともに担い手が不足しており会員数が減少している。交通安全指導員の活動を広報するなどして、交通安全
指導員が地域の交通安全活動の中心として今後も活躍できるように推進する必要がある。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

交通安全施設整備の対象としている路線距離

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 025900 重点施策 該当なし

事務事業名 交通安全施設事業 所属名 都市整備部　道路課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 安全・安心なまち 事業期間 平成28年度　～　平成32年度

政策 01 暮らしの安全を守るまちづくり 　

施策 4102 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 建設、整備

　 0 0 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

カーブミラー、道路表示等の交通安全施設

意図
（どのような状態
にするために）

交通安全施設の整備、改修を実施することにより通行者の安全を確保するため

手段
（どうするのか）

地区要望や施設の現地調査に基づき歩道の改良、区画線等路面表示の施工、交通安全施設（ガードレール、誘導 
ブロック、カーブミラー、反射ポール、デリニエーター）等の設置、修繕を行う

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 交通安全施設事業工事費 予算事業コード 01-07-02-04-01-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

交通事故発生件数 341件 304件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修

①交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修

①交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修

①交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修

①交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 18,306 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 18,306 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

一般財源 18,306 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

・交通安全施設整備　区画線総延長

ｍ
目標 7539 7539 7539

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

7539 7539

実績 7539 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】維持第１係、維持第２係 0857-20-3262、3263 
 
【１０次総の施策体系】4102 
 
【予算計上の経過】 
　平成１８年度に行った危険度調査には、ガードレール、反射ポール（デリニエーター） 
は含まれていない。修繕を行うにあたり、これら施設の現状の把握が必要である。 
　なお街路灯、カーブミラー、標識は調査対象であったため、その状態を把握しており、 
今後、損傷判定結果を勘案し、計画的に修繕していく。 
 
【事業の概要】 
　自動車、自転車、歩行者等の円滑かつ安全な通行を確保するため、交通安全施設（カー 
ブミラー、ガードレール、反射ポール、路面表示等）の設置、修繕を行う。 
 
【事業の効果】 
　交通安全施設（カーブミラー、ガードレール、反射ポール、路面表示等）の設置、修繕 
を行うことで、安全の確保を行う。 
 
【今後の課題・方向性】 
　現状を把握し計画的に修繕を行う。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
・交通安全施設整備　区画線総延長

100%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

道路の交通安全施設の整備は、車両は基より通行者の安全向上につながるものである。カーブミラー等の設置の地区要望が多く、危険度に
応じて優先順位を決め、計画的に実施する。交通安全施設を適切に管理することで、利用者の安心安全を確保する。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

新規で設置した防犯灯の数

蛍光灯からＬＥＤに取替した数

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 026000 重点施策 該当なし

事務事業名 防犯灯設置事業 所属名 企画推進部地域振興局　協働推進課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 安全・安心なまち 事業期間 全期

政策 01 暮らしの安全を守るまちづくり 　

施策 4102 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 建設、整備

　 0 0 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

防犯灯

意図
（どのような状態
にするために）

夜間における市民の安全な通行を確保するとともに、更新時にはＬＥＤ化を推進するため

手段
（どうするのか）

設置、更新、取替を行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 防犯灯設置費 予算事業コード 01-02-01-11-11-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

交通事故発生件数 341件 304件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①防犯灯の設置(新規) 
②防犯灯の取替、更新 
（ＬＥＤ化）

①防犯灯の設置(新規) 
②防犯灯の取替、更新 
（ＬＥＤ化）

①防犯灯の設置(新規) 
②防犯灯の取替、更新 
（ＬＥＤ化）

①防犯灯の設置(新規) 
②防犯灯の取替、更新 
（ＬＥＤ化）

①防犯灯の設置(新規) 
②防犯灯の取替、更新 
（ＬＥＤ化）

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①防犯灯の設置(新規) 
　１４９基 
②防犯灯の取替、更新 
（ＬＥＤ化） 
　１，５１３基

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 25,132 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 25,132 0 0 0 0

0

地方債 17,100 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 734 0 0 0

その他 3,440 0 0 0 0

一般財源 3,858 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

防犯灯等設置数

基
目標 172 172 172

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

172 172

実績 149 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

750 750

実績 1513 0 0 0 0

（指標の説明）
防犯灯等取替・更新数

基
目標 750 750 750

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

■ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 ■ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】市民活動係 0857-20-3182 
 
【１０次総の施策体系】4102 
 
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・４５（企０２１） 
 
【事業の概要】  
　防犯灯等の設置により、夜間通行における踏み外し等の事故防止と、暗がり箇所を減少 
させ、心理的な安心感をもたらすことで、犯罪予防効果の増大を図る。さらに、防犯灯等 
をＬＥＤ化し、ＣＯ２排出量の削減と電気代等の節減により環境にやさしく維持管理の容 
易な照明を普及し、夜間の安全な通行を確保する。 
 
【事業の成果】  
　　・防犯灯の新規設置 
　　　平成２６年度　２３９基 
　　　平成２７年度　２２１基 
　　　平成２８年度　１４９基 
　　・防犯灯の取替・更新（ＬＥＤ化） 
　　　平成２６年度　　　９９３基 
　　　平成２７年度　１，２３３基 
　　　平成２８年度　１，５１３基 
 
【今後の課題・方向性】 
　防犯灯設置は、整備コストを行政が負担し、維持管理費を地元が負担することとしてお 
り、この事業推進は、地域の自立性を高め、かつ防犯・防災意識の向上が期待される。ま 
たＬＥＤ化は、地元負担となる維持管理費の低減につながる。引き続き、地域の要望に応 
じながら整備を進める。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
防犯灯等設置数

87%

2
防犯灯等取替・更新数

202% 202%

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

防犯灯設置は、整備コストを行政が負担し、維持管理費を地元が負担することとしており、この事業推進は、地域の自立性を高め、かつ防
犯・防災意識の向上が期待される。またＬＥＤ化は、地元負担となる維持管理費の低減につながる。引き続き、地域の要望に応じながら整
備を進める。


